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第 4 回（2011 年）昭和女子大学女性文化研究賞・ 
昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
１．選考委員長あいさつ
坂東眞理子　　　　
　この昭和女子大学女性文化研究賞は今年が第 4 回目になります。私は自分自身を形作ったの
は本であると思っております。本を読むのが大好きで、本を書くのも大好きで、活字で育って
きた人間ですので、今、活字文化が少し力を失っているのではないか、本を読む人が少なく
なっているのではないか、ということに大変危機感を持っております。
　本をお書きになった方には共感していただけるかと思いますが、私は「なぜこんなことしか
書けないのだろう、もっとうまい表現がないだろうか、ここまでしか書けないのは恥ずかしい
な、自分の才能のなさを露呈しているな」というつらい気持ちと、「やはり自分は本を書くこ
とによって社会と繋がるんだ、社会を動かすんだ」という思いのせめぎ合いの中で書いてきま
した。そうした中で思いがけず300万人以上の方に読んでいただける本を書くことが出来まし
た。それまでは経済的には印税を貰っても自分で差し上げる本を買うとプラスマイナスではマ
イナスの方が多いのではないかというようなレベルでしたが、思いがけず多くの収入が得られ
ましたので、これを一生懸命に本を書いている人たちを応援するために使いたいと考えまし
た。同時に男女共同参画社会の形成、あるいは女性文化の高揚のために少しでもこのお金を役
に立てたいということで昭和女子大学の女性文化研究所に寄託し、前の年 1 年間に発行された
本に対して女性文化研究賞を差し上げる、そして同時に昭和女子大学に関わりのある方々の本
に対して奨励賞を出すということを始めました。女性文化研究所の所員の方たちが選考委員と
して応募された本、推薦された本を読んでその中から 3 冊を選び、1 冊を決定する。こうした
大変な作業を引き受けてくださったおかげでこの女性文化研究賞、そして研究奨励賞を差し上
げることができています。
　今年は藤井和佐さんの『農村女性の社会学―地域づくりの男女共同参画』という本に差し上
げることができました。男女共同参画社会の形成といいますと、職場の問題、家族の問題、い
ろいろな儀式、文化の問題といろいろな問題があるわけですが、これまで第 1 回が『女性の就
業と家族のゆくえ』、第 2 回が『憲法とジェンダー』、第 3 回が『主婦の誕生』というようにい
ろいろな分野からのアプローチをしていただいて、そして今回、農村の女性、地域づくりの中
で農村の女性たちがどういった役割を果たしているのかということを丁寧に分析した本に差し
上げることが出来ました。いろいろな意味で日本の社会は大きな構造変換に直面しております
が、中でも農村は危機的な状況なので、その中で女性たちがどういう役割を果たしているのか、
それは将来どのような可能性をもたらすのか、分析しておられます。女性文化研究奨励賞につ
いては、残念ながら該当者なしということになりましたが、今年になってからいくつかの本も
出ておりますので、次回は必ず差し上げることができるのではないかと期待しております。
 （ばんどう　まりこ　　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授　女性文化研究所所長）
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２．昭和女子大学女性文化研究賞
藤井和佐（岡山大学大学院社会文化科学研究科教授）
『農村女性の社会学―地域づくりの男女共同参画』（昭和堂　2011）　　
受賞のことば
　この度は、拙著に第 4 回昭和女子大学女性文化研究賞（坂東眞理子基金）を賜りまして、
まことにありがとうございます。フェミニズム論的なアプローチを真正面からとっているわ
けでもない地味な研究にお目をとめてくださり、過分の評価を賜りましたこと大変うれしく
存じます。私の研究は、農・漁村でナマの声を聞くという手法によるものであり、地域で活
躍される女性たちからの長きにわたってのご教示なしには成り立ちません。今回の受賞は、
第一次産業をとりまく厳しい状況のなかで、日々農・漁業に携わっておられる女性たちの励
みにもなるのではないかと、深く感謝申し上げる次第です。思いがけないことに当初はとま
どうばかりでしたが、今は、テーマの展開に向けて、その道を歩むべく背中をおされている
ようで重責を感じています。研究成果を刊行することの重要性と、貴研究所の先生がたの凛
とした研究者姿勢を心に刻みながら調査研究に励んで参ります。今後ともご指導のほど何と
ぞよろしくお願い申し上げます。
受賞者略歴：
1962年　岐阜県生まれ。1987年　金城学院大学文学部社会学科卒業。1989年　奈良女子大
学大学院文学研究科修士課程修了。1998年　奈良女子大学大学院人間文化研究科博士課程比
較文化学専攻単位取得満期退学、2000年　博士（学術）。2000年　奈良女子大学文学部助手。
2003年　岡山大学文学部助教授を経て、2006年　岡山大学大学院社会文化科学研究科准教
授、2011年　同教授。地域社会学会・日本村落研究学会・日本社会学会・関西社会学会に所
属。研究分野：地域社会学・村落社会学・政治社会学
主な著作・論文
『農村ジェンダー―女性と地域への新しいまなざし』共著、昭和堂、2007年
『女性からみる日本の漁業と漁村』共著、農林統計出版、2008年
『闘う地域社会―平成の大合併と小規模自治体』共著、ナカニシヤ出版、2010年
『変貌する沖縄離島社会―八重山にみる地域「自治」』共編著、ナカニシヤ出版、2012年
『【年報】村落社会研究48　農村社会を組みかえる女性たち―ジェンダー関係の変革に向け
て』共著、農山漁村文化協会、2012年
【目次】
　序　章　農村における女性リーダーへの視点
　第Ⅰ部　地域における意思決定の場への参画
　　第 1 章　制度的働きかけによるリーダー・リクルートメント
　　第 2 章　リーダー育成システムとリーダーの活動指向
　　第 3 章　漁業地域のリーダー
　第Ⅱ部　地域づくりと「場」の創造
　　第 4 章　地域づくりと男性の組織・女性の組織
　　第 5 章　経済的価値と「愉しみ」
　　第 6 章　地域社会における「場」の創造
　終　章　女性地域リーダーと地域社会
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３．昭和女子大学女性文化研究奨励賞
　該当者なし
４．第 4回（2011年）「昭和女子大学女性文化研究賞」選考報告
昭和女子大学女性文化研究賞選考委員会
（１）．選考経過
　2011年の第 4 回「昭和女子大学女性文化研究賞」の選考対象は、自薦・他薦を含む単著と
共著30点であった。
　第 1 次選考は、2 月 8 日、3 月 6 日の両日に学内選考委員によって行われ、第 1 次選考基準*
に沿って候補作として次の単著 2 点を選んだ（発行月順）。
大橋史恵『 現代中国の移住家事労働者―農村－都市関係と再生産労働のジェンダー・ポリ
ティックス』 （御茶の水書房　2011年 2 月）
藤井和佐『農村女性の社会学―地域づくりの男女共同参画』 （昭和堂　2011年 5 月）
　これら 2 点についての第 2 次（最終）選考は、4 月 20 日に学外選考委員の岡島敦子氏（内
閣府男女共同参画局長・仕事と生活の調和推進室長）の出席の下、女性文化研究賞選考委員会
で行われた。学外選考委員の辻村みよ子氏（東北大学大学院法学研究科教授）は公務で出席で
きず、書面で選考評を寄せられ、辻村氏の所見も反映して最終選考が行われた。
　検討の結果、候補作 2 点のうち、研究の成果が、「女性文化研究賞」の趣旨である男女共同
参画社会の形成に、より直接に寄与すると評価された藤井和佐氏の著作に第 4 回「昭和女子大
学女性文化研究賞」を贈呈することを決定した。
＊参考：第 1 次選考基準（2008年度、第 1 回本賞選考時に、選考の目安として確認された）
　1）単著を優先する。2）テーマが「女性文化研究賞」の趣旨に合い、明確かつ有意義である。
　3）研究方法、分析視角が優れている。4）著作の独創性と体系性。5）結論、提言の明瞭さ。
　6）叙述の成熟性。
（２）．選考結果
　第 4 回（2011年）「昭和女子大学女性文化研究賞」受賞作
　　藤井和佐『農村女性の社会学―地域づくりの男女共同参画』（昭和堂　2011年 5 月）
（３）．受賞作の選考理由
　『農村女性の社会学』と名付けられた本書は、現代日本の農村に焦点を当て、地域再生の担い
手となる女性リーダーの態様をフィールドワークによって詳細に捉え、女性地域リーダーが育成
されるルートと彼女たちの活動指向・地域役割のあり方が、農村における女性の意思決定の場
への参画を促進する側面と、反対に男女共同参画に結合しない要因を明らかにした労作である。
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　選考委員会は、本書が、今後の農村における男女共同参画社会の推進に資する意義と、特
に、数少ない農村の女性リーダー育成論としての研究上の価値を高く評価し、受賞を決定し
た。本書の主対象は農村におかれているが、研究フィールドは漁業地域にも及び、漁村の女性
地域リーダーの育成とその実像にも言及している。著者が、「都市とは異なる文化・歴史的文
脈におかれた農村の女性たちをリーダー育成の対象とする時、単なるエンパワーメントとは異
なる方策が必要となる」と指摘するように、農村・漁村における女性地域リーダー育成の独自
の構造を解き明かしたところに本書の意義がある。
　著者は、農村地域における女性リーダーを 3 つのタイプに分類する。第 1 は、かつての生活
改善グループや農協女性部など女性のみがメンバーである組織のリーダー、換言すると地域女
性たちのリーダーである「地域女性リーダー」、第 2 は、農産物の生産組合や加工・直売組合
など成員資格に男女の区別がないグループ・組織における女性のリーダー、第 3 は、最も女性
メンバーが少ない政治的意思決定を行う組織である農業委員会や農協理事会のリーダーであ
る。著者は、第 2、第 3 のリーダーを女性の地域リーダー、すなわち「女性地域リーダー」と
名付けている。第 1 から順次、「生活リーダー」、「経済リーダー」、「政治リーダー」とも呼ば
れるこの 3 タイプは、順に女性がリーダーとなる困難さを表すとともに、女性が政治リーダー
に至るまでのルートを意味する。
　本書は大きく 2 部に分かれている。第Ⅰ部では、第 3 のタイプの農業・漁業地域で意思決定
の場に参画している「女性地域リーダー」を、続く第Ⅱ部では、地域の意思決定の場に参画せ
ず、その外側でネットワークを形成して活動する「地域女性リーダー」を取りあげ、それぞれ
の育成過程や活動指向を分析している。
　農村において意思決定の場に参画する女性地域リーダーの育成を推進したのは、行政施策と
しての「女性農業士」制度の展開である。この制度は、農村のリーダー育成事業として 1967
年に発足した「農業士認定制度」が、「青年農業士」や「指導農業士」として主に男性を認定
したなかで、これとは別枠で女性に特化した制度として整備されたものである。2008年現在、
全国で7,175人の女性農業士が認定されているが、女性農業士であることは、当該地域におい
て公的な女性リーダーと評価され、ここから農業委員や農協理事が選出されて、女性の政治的
意思決定の場へのリクルートメント・ルートとなっている。
　1992 年に「農村生活マイスター」と呼ばれる女性農業士制度を制定し、これまでに855 人
（2008年度）の女性が認定された長野県はその先進例である。マイスターから農業委員になっ
た長野県 I 町の S さんの事例分析からは、農村女性地域リーダーの活動指向が、男性地域リー
ダーの利益誘導や短期的経済効果の追求というムラ的価値観とは異なって、農業の活性化や地
域の振興という内発的動機からグループ活動を母体に、集落（ムラ）や町に留まらない重層的
なネットワーク活動を展開して、既存の地域リーダーシップ構造にインパクトを与える可能性
が指摘される。とはいえ、農村女性リーダーの誕生には、農家の「跡取り娘」である、あるい
は「地域役職者の妻」であるといった帰属的要素が効力を持ち、その選出にイエの論理やムラ
の論理が有効に活用されているという興味深い発見がある。
　一方、地域の意思決定の場の外側で、独自の「場」を築き、農業と地域社会の活性化の一翼
を担っているのが「地域女性リーダー」による活動である。女性就農者ネットワークである
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「グローバルレディ」の活動、農村の女性による起業として着目される果樹栽培を営む地域女
性リーダーのグループ活動、個人経営で農産物加工・販売の起業を営む女性リーダーたちの活
動を対象とした豊富なフィールドワークからは、地域女性リーダーの独自の活動指向と地域づ
くりの特徴が浮かび上がる。
　女性たちの連帯によるネットワーク活動は、旧来からの地域組織や既存の政治的意思決定の
場を超えた広がりを持ち、人とのつながりや交流に意義と愉しみを見出し、生活者の視点、自
然・環境・有機・交流を重視したメンバーの活動指向は、地域づくりに新たな価値観を投入
し、そこには男性たちの指向とは異なる「地域」が拓かれている。
　しかし反面、集落や町・村といった男性によって秩序化された既成の「地域」に意味を見出さ
ず、地域社会の意思決定の場に参入していかない彼女たちの活動は、就農女性の地位向上や農
村における女性の政治参画が遅々として進まない一因ともなっている。それのみならず、料理か
ら発展した食品加工といった既存の女性役割の延長線上にある農村女性の起業や、「生活」重視
の価値観は、ジェンダーの再生産と女性役割の固定化をもたらす危険性を持っているといえる。
　以上のように、本書には、農村女性リーダーの分類や農業士・漁業士育成事業等の政策展
開、女性の意思決定参画と「イエの論理とムラの論理」との関係、農村地域における性別役割
分業の構造など貴重な分析結果が示され、農村男女共同参画社会の推進への寄与は大きいとい
えよう。しかし反面、選考委員会では、研究が村落社会を対象としたフィールドワーク的手法
に限定されているため、日本の農村漁村の全体構造を鳥瞰することが困難であり、種々の統計
を駆使した総論的検討が欲しかったという意見が出された。加えて政策的展望を示すうえで、
第 2 次・第 3 次男女共同参画基本計画等に示された諸課題やポジティブ・アクションの有効性
など、最近の動向の把握が加われば、より充実した内容となったのではないかとの指摘もあっ
た。今後の研究のさらなる成果を望んでいる。
　最後に、もう一つの候補作『現代中国の移住家事労働者』は、30代前半の新進気鋭の女性
研究者、大橋史恵氏がお茶の水女子大学に提出した博士学位論文をもとに出版されたものであ
る。中国における計画経済から市場経済への転換過程において家事労働者として働く農村出身
女性の都市への移動にどのような政治的力学が働いてきたのかを解明した完成度の高い学術書
である。すでに2011年度山川菊枝賞を受賞された秀作である。著者の研究の一層の前進を期
待している。
５．第 4回（2011年）「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」選考報告
昭和女子大学女性文化研究賞選考委員会（奨励賞）
（１）．選考経過と選考結果
　「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」は、卒業生を含む若手の昭和女子大学関係者が著し
た、博士論文を含む日本語の著作を対象としている。第 4 回奨励賞の選考対象は、自薦・他薦
を含む論文が 6 本であり、単行本は無かった。
　女性文化研究奨励賞選考委員会は、第一次選考を 2 月 8 日及び 3 月 6 日に開催し、慎重に討
議した結果、本年度は受賞著作は無しという結論に至った。さらに 4 月20日の最終選考委員会
にて同様の決定が下された。今回は大変残念な結果になったが、次年度に大いに期待したい。
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６．贈呈式報告
松野　隆則
　第 4 回（2011 年）昭和女子大学女性文
化研究賞（坂東眞理子基金）の贈呈式は、
2012 年 5 月 25 日、昭和女子大学学園本部
館大会議室にて開催された。
　贈呈式は、岸田依子選考委員の開会の言
葉により幕を開けた。はじめに、選考委員
長である坂東眞理子昭和女子大学学長・女
性文化研究所長が挨拶に立ち、本賞創設の
経緯に触れて、本を読むのも書くのも大好
きなご自身の著書が300万部のベストセラーとなり、その印税を基金として女性文化の振興の
ために創設された本賞が、男女共同参画社会の形成に様々な側面からアプローチする優れた著
作を顕彰する歩みを積み重ねてこられたことへの感謝が述べられ、4 回目となる今回の受賞作
である藤井和佐氏の『農村社会の社会学―地域づくりの男女共同参画』が紹介された。次い
で、森ます美選考委員から、選考の過程と受賞作選定の理由、受賞作の研究上の意義や今後の
課題等について詳細な報告があった。
　続いて賞の贈呈に移り、受賞者の藤井氏に坂東選考委員長から女性文化研究賞の賞状ならび
に副賞が手渡された。その後、女性文化研究賞と同時に選考された女性文化研究奨励賞の選考
について掛川選考委員から報告があり、今回は残念ながら奨励賞の該当作は無かったが、次回
選考への期待が述べられ締めくくりとされた。
　贈呈式終了後、女性文化研究賞受賞者である藤井和佐氏による記念講演が行われた。「『農村
女性の社会学―地域づくりの男女共同参画』から」と題された講演において藤井氏は、受賞作
の研究内容を長野県の事例を交えてわかりやすく紹介されただけでなく、そのような研究関心
を持つに至った経緯や、受賞作発表後にも深まりつつある、農村女性への思いや今後の研究へ
の問題意識などを率直に語られた。もともと政治文化論の研究者である藤井氏は、農村を
フィールドとして政治文化を研究する中で、地域社会のリーダーとして男性の名前しか出てこ
ないことに、「女性はどこにいるのか？」と疑問を持つようになったという。そしてご研究を
進める中で明らかとなった、地域についての見識を持つ女性たちが男性中心社会の厚い壁を乗
り越えて生活組織のリーダーから、生産組織のリーダー、さらには政治組織のリーダーになろ
うとする際に遭遇するたいへんな困難さに思いを寄せられ、今後も、様々な意志決定の場への
女性の参加を可能にするにはどのような政策・システムが良いのかの手がかりを探求していき
たい、との意欲を表明された。
　講演終了後は中会議室に場所を移し記念祝賀会が催された。学外選考委員の岡島敦子内閣府
男女共同参画局長をはじめ学内外の関係者が多数集い、金子朝子昭和女子大学副学長の乾杯の
挨拶で、志を同じくする人々が和やかに語らう楽しいひとときがスタートした。
（まつの　たかのり　生活機構研究科准教授　女性文研究所所員）
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昭和女子大学女性文化研究賞
　贈 賞 件 数　1 件
　副 賞　30万円
　受 賞 の 対 象　男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
　　　　　　　　 2011 年 1 月 1 日から 2011 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著された
単行本に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2011年12月 1 日から2012年 1 月31日（消印有効）
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2012年5月1日（創立記念式典内・女性文化研究所のホームページ上で発表）
　贈 呈 式　2012年 5 月25日
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
　贈 賞 件 数　1 件
　副 賞　10万円
　受 賞 の 対 象　男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
　　　　　　　　 2011 年 1 月 1 日から 2011 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著された
単行本・論文（博士論文を含む）に限る。
　応 募 資 格　性別・国籍は不問。若手の昭和女子大学関係者（卒業生を含む）に限る。
　応募受付期間　2011年12月 1 日から2012年 1 月31日（消印有効）
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発 表　2012年5月1日（創立記念式典内・女性文化研究所のホームページ上で発表）
　贈 呈 式　2012年 5 月25日
８．選考委員
学内選考委員（研究賞・奨励賞）
　学校法人昭和女子大学理事長 平尾　光司
　昭和女子大学学長・女性文化研究所長 坂東眞理子
 （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
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　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 岸田　依子（大学院文学研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 粕谷美砂子（大学院生活機構研究科准教授）
　昭和女子大学女性文化研究所所員 伊藤　　純（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
　東北大学大学院法学研究科教授 辻村みよ子
　内閣府男女共同参画局長 岡島　敦子
